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The　Verbal　Expression　In　Sports　Education
Masanobu　YAMAGUCHI
　　　　　The　most　efficient　means　of　communication　is　the　words．　Signs　and　gestures　are　not　so
efficient．　Especially，　when　they　are　invisible，　it　is　impossible　to　comunicate．
　　　　　In　case　of　subjects　in　general，　it　is　said　that　the　important　thing　is　the　ability　not　only　to　work
out　an　answer　but　also　to　understand　them．　On　the　other　hand，　sports　education　that　belongs　to　a
different　field　aims　at　making　students　play　happily．　Understanding　is，　of　course，　an　important
factor．
　　　　　In　a　sports　class，　some　studentS　often　say，“I　know　how　to　play　it，　but　1　cannot　play　it　well．”
In　sports　education，　it　is　very　effective　to　show　some　good　examples　to　the　students．　But　most　of
them　understand　only　vaguely　even　after　seeing　them．　Therefore，　we　have　to　help　them　using
suitable　words　leam　how　to　play　it．
　　　　　In　this　paper，　I　investigated　about　the　verbal　expression　in　sports　education．　And　I　added　at
the　end　some　phrases　I　use　in　coaching　tennis．
UTILIZING　THE　VERBAL　EXPRESSION　IN　SPORTS　EDUCATION
（1）
（3）
（5）
（7）
（9）
（11）
（13）
Role　of　phrases
Wors　as　a　key　in　thinking
Improving　of　listening　skill
Waming／Suggestion
Mastering
Using　a　parable
Insight／Perception
（2）
（4）
（6）
（8）
（10）
（12）
（14）
Words　as　means　of　communication
Sending　messages
Praising
From　understanding　to　realizing
Image　making
Wise　sayings
5C’s　in　utilizing　Phrases
SOME　OF　MY　OWN　PHRASES　IN　COACHING　TENNIS
“Thoughtfulness　makes　a　good　player”
“There　is　no　royal　road，　but　there　is　a　shortcut”
“Body　posture　is　mind　posture”
“Warm－up　is　preparation　of　mind”
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“Tennis　is　subtraction”
“Footwork　is　indispensable　for　tennis”
“Make　your　own　strikezone”
“Keep　proper　distance　from　your　sweetheart”
“Winning　does　you　good”
“Defeat　makes　you　a　good　tennis　player”
“Do　not　Iive　in　peace　in　a　group　of　your　own　leve1”
“The　third　shot　is　the　point”
“Do　not　adovocate　the　Ptolemaic　theory”
‘‘rtudy　the　psychology　of　a　ball”
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《個人研究》
スポーツ指≡導と「ことば」
山　口　政信
はじめに
　大学における教育の在り方が問われている。というよりは、大学そのものの存在が問われ
ている。このような現状にあって、教室における授業を基本とした一般の教科においては、「で
きる」・「できた」または「できない」・「できなかった」という結果のみに固執した、古くて
新しい教育に対する批判がある。これは解き方のノウハウに習熟し、課題に対して反射的に
答えを出すための教育に対する警鐘である。このことについて佐伯絆『「わかる」ということ
の意味』（岩波書店P13）は、『私たち自身も未だ「わかっていない」から「わかること」へ
向けて努力しながら、私たちの社会の文化をより価値ある、より人間的なものにしていこう
という呼びかけが教育だというのです』として、わかることの重要性を説いている。
　一方、一般の教科とは趣を異にし、独自の領域をもっている体育科目におけるスポーツ指
導は、どのようになされているのであろうか。授業中に学生はしばしば「頭ではわかってい
るのですが、うまくできないんです」ということばを発する。スポーツの楽しみ方は、その
スポーツ種目への関心（動機）や技能・体力のレベルを統合した習熟度によって異なってく
る。したがって、スポーツ指導者は、対象者が目的とするスポーツが「できるようにする」こ
と、そしてより高度な楽しみが得られるように指導することを目標としてきた。世間で言う
「頭でわかる」ということは、「できる」という可能性を高あてくれる。しかし「からだがわ
かる」ようにならなければ、スポーツは成立しない。
　このように頭でわかり、からだそれに対応して効率よく動き、高度なパフォーマンスを生
み出すような、より知的好奇心を満足させる「ことば・表現（メッセージ）」を、スポーツ指
導の立場から考察した。本稿はその一部である。なお、巻末には筆者のテニス指導現場にお
ける若干の表現を付した。
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スポーツ指導に「ことば」を活かす
（1）「ことば」の役割
　白鳥元雄は「ことば学」（ミネルバ書房P2）において、ことばの役割を3点に集約している。
　　①毛づくろい会話
　　②伝達手段としてのことば
　　③思考の鍵としてのことば
　これらのうち、指導の場面においては、②と③に重点がおかれるのが通例であるが、そう
の前後における①がべ一スになり、②と③をより効果的にしていることは言うまでもない。
（2）伝達手段としての「ことば」
　意志や感情ならびに情報の伝達手段として、最も効率のよいものがことばである。白鳥（前
掲P2）は『身振りや実物を指し示すなどの方法で、ある程度までコミュニケーションを行な
うことはできますが、非常に効率が悪いし、実物を離れ一一一つまり「今・ここ」にあるも
のから離れて考え、表現しようとするとき、ことばなしには、コミュニケーションは不可能
です』と述べている。
　しかし、スポーツの実技指導は、その現場（グランド・コート・体育館など）におけるコ
ミュニケーションが大部分を占める。従って、ことばによるコミュニケーションと同時に、実
技（模範演技・映像）も合わせて対象者に働きかけ、対象者が体感ならびに実感することが、
重要な要素でもあることを忘れてはならない。これらのことにより、スポーツ指導の現場に
おいては、ことばとそれにまっわるコミュニケーションを有機的に活用することが不可欠で
ある。
（3）思考の鍵としての「ことば」
　白鳥（前掲P3）は、「思考の鍵としてのことば」について、「ことばに含まれる概念を手
がかりに、他の人とコミュニケーションをしてきたし自分自身の思考を深めてきました」と
して、『理解する・認識するという意味の「わかる」という日本語が「1っのものが別々にな
る、区別される」という「分かれる」という語から出ていることも、符号が合いますね』と
述べている。
　スポーツ活動においては、模範となる実技（模範演技・映像）だけではそのポイントが理
解できず、ことの善し悪しが解らない（分けられない）入に対して、ことばによるコミュニ
ケーションによって発展的な思考を促す必要が増してくる。
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（4）メッセージを送る
　話すということは、これまでに述べたように伝達や思考の重要な手段である。R・マートン
「メンタルトレーニング」（大修館書店P59）は、効果的にメッセージを送る方法として以下
の点をあげている。なお0内はそのポイントに関する筆者の要約である。
　　①理解してもらえるメッセージ（メッセージを送るタイミングを考える）
　　②フィードバック（対象者からの反応を促す）
　　③フィードバックを受け取る（正直に聞く、もっと多くのフィードバックを要求する、正
　　　　　　　　　　　　　　　直に反応する、フィードバックに感謝する）
　以上のように、コミュニケーションを効率よく行なうためには、メッセージは送るだけで
はなく、反応を受けとめ、さらなるメッセージを提供していくことが大切となる。
（5）聞くスキルの改善
　マートン（前掲P64）は、　T・ゴードンの名づけた「能動的な聞き方の指導」を引用して、
聞くスキルの改善を促している。つまり、より良いフィードバックを期待するには、対象者
に聞く耳を持たせること、つまり対象者の取り組む姿勢についても言及しておく必要がある、
というのである。これと同時に、より良いフィードバックを期待するには、「明確であること、
親切であること、即時にいうこと、簡潔であること」とし、メッセージの発信者に対しての
注文も忘れてはいない。
（6）「讃める」ということ
　「豚もおだてりゃ樹に登る、河童もけなせば溺れ死ぬ」（坂崎重盛PHP研究所）という書
がある。このタイトルから読みとれることは、「讃めること」の動機づけとしての有効性であ
る。しかし、それは指導者の欲求水準において行なわれることが多い。本来の「讃め言葉」は、
対象者の欲求水準や技能を基準にして行なわれなければならない。基本的には、欲求水準や
技能のレベルが低い者ほど讃めることが有効に作用する。つまり「讃め育て」が基本となる。
なお、レベルの高い者への称賛は、初心者に比べてより的確でなければ、信頼感を失う結果
となってしまうので注意が必要である。
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（7）「注意する」ということ
　マートン（前掲P159）は、「注意スキルは、スポーツの索晴らしいパフォーマンスと楽し
みのための大切な心理学的スキルのひとつである」と述べ、「注意は、感覚によって情報が伝
えられるときに意識を方向づける課程である」と定義づけている（P160）。
　注意する場合の状況は、対象者のレベルや場面などによって異なる。そこには危険が想定
される場合、心的エネルギーが不足している場合など、さまざまな要因が考えられる。要点
を手短に、個人的・全体的に、理論的に・心情的に、といった状況判断が大切になる。河童
を溺れさせないためにも、目配り、気配り、思いやりを心がけたいものである。
（8）「理解」から「納得」へ
　「広辞苑」（岩波書店）によると、「理解」とは「物事の道理をさとり知ること」「意味をの
みこむこと」「物事がわかること」「了解」であり、「納得」とは「なるほどと認めること」で
あるとしている。
　中山正和『「たとえ話」の効用』（産業能率大学出版部P8）は、「分かり方」には“理解”
と“納得”の二通りあるとして、次のように要約している。
　　①身体から教えたことは直接右脳（〔イメージ記憶〕）に記憶されるから、すぐに行動と
　　　して現われる。っまり「直感」であって、これを「分かり方の第一の基本形」といい
　　　ます。
　　②コトバによって右脳のイメージ（過去の経験）を曲がりなりにも“引き出すことがで
　　　きる”ときには、「理解した」といい、そのイメージが、ほとんど自動的に“引き出さ
　　　れる”ときは、これを「納得した」という。
　　③“理解”したのは「分かった」ので、“納得”したのは「よく分かった」ことです。こ
　　　の際、「分かった」だけでは行動に結びつかないが、「よく分かった」ときには、行動
　　　がそれに伴うという特徴があります。
　　④（省略）
　両者の解釈には、若干の差異が認められる。それはともかくとして、スポーツの現場にお
いては、行動面におけるパフォーマンスが重要であって、「理解した」という初期の段階に留
まることは本意ではない。したがって、中山のいう「よく分かった」という「納得」のレベ
ルまで引き上げることが、スポーツ教育における基本的な目標となるのである。
（9）「会得する」ということ
広辞苑（前掲）によれば、「会得」とは「意味をよく理解して自分のものとすること」とあ
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る。中山のいう「よく分かった」という意味は、広辞苑による「会得」に相当するものと思
われる。つまり自動的にイメージを描き、行動を引き出すことができる、ということになる
のである。
　筆者は、この「会得」ということばをさらに一段階レベルアップした状態と考えたい。「会
得した」とは、中山のいう「納得した」、つまり「よく分かった」ときの行動が、練習によっ
て、「より正確にくりかえせる」ようになった状態を言い表わしている、と考えたいのである。
したがって、「会得した」とは、「よりよくできる」「よりよくできた」「確実にできる」とい
う表現に置き換えることができよう。
（10）イメージを描く
　遠藤栄「ことば学」（前掲P187）は「人を感動させることばには、豊かなイメージがあり
ます」と書いている。「よいイメージを描いてプレーせよ」とは、指導者のよく口にする言葉
である。イメージの描けない者の行動の開始は遅く、的確性を欠いている場合が多い。基本
的には、何をしたら良いのか、何に集中したら良いか、がわかっていないためであろう。し
たがって、指導者は自分のイメージを対象者にコピーし、オーバーラップさせるべく、こと
ばや身振りで示す必要がある。しかも対象者が経験したり、知っていることへのアプロ　・一チ
がなければ、そのリバウンドもきわめて遅く不的確になる。このことから、わが国古来の「以
心伝心」は、初心者には期待できない、と考えた方がよさそうである。経験を積んだ対象者
に対しては、本人の持っているイメージをことばに置き換える訓練を徹底することが、より
高度なパフォーマンスを可能にしてくれるものと考えられる。
　多くのオリンピック選手を指導してきた前嶋孝「勝っためのイメージトレーニング」（ごま
書房P3）は、『イメージトレーニングとは、一一中略一一あらかじめ本番での成功・勝利を
イメージし、「疑似体験」をしておくトレーニング法をいう』としている。そして勝っための
条件として以下の5項目をあげ、イメージトレーニング法を身につけるよう説いている。
　　①自信をつける（イメージでの世界で、一度成功を「体験してみよう」）
　　②失敗を成功に結びつける（失敗のイメージをうけいれない者に成功イメージは描けな
　　　　　　　　　　　　　　い）
　　③緊張を逆手にとる（イメージ中にヒヤヒヤ・ドキドキするほど、本番に強くなる）
　　④集中力を持続させる（一心不乱にイメージを描けば、もう雑音に左右されない）
　　⑤新しい挑戦への準備をする（1っの勝利から、100の成功もイメージできる）
　さらに前嶋は、とくにスピードスケートの黒岩彰選手の失意（失敗）からの復活（成功）例
などから、『多くのイメージトレーニング体験者の話を聞いてみると、ひたすら勝利や成功の
イメージを描こうと思っても、反射的に失敗するイメージや、緊張や不安に襲われて立ち尽
くしてしまうようなイメージが出てくることが少なくない。それらのマイナスイメージもす
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べて受けとめ、「体験」しておくことこそ、本番に強くなり、最後の勝利を得ることにっなが
る』として②を強調している。（P3）
（11）「比喩」を使う
　比喩、っまり例え話にっいて、中村明は「比喩表現辞典」（角川書店P31）において次の
ように定義している。「比喩とは、表現主体が、表現対象を、それを過不足なく直接さし示す
言語形式を使わないで、その代わりに、言語的な意味では他の物事・事象に対応する言語型
式を提示し、その言語環境との違和感やそれが現われることの文脈上の意外性などで、受容
主体の想像力を刺激して、両者の共通点を推測させることによって、間接的に伝える表現方
法である」
　また、中山（前掲P206）は『〔イメージ記憶〕のイメージだけが「理性」と「情動」の間
の橋渡しをするコトバになる』として、“自らそのことに気づく”には、「たとえ話」しかな
い、と喝破している。
　比喩には直喩・暗喩（隠喩）・提喩（代喩）・換喩など、さまざまな用法がある。指導者は
対象者と共通接線もしくは共通項をもつことが大切である。つまり、対象者が過去に経験し
たことをイメージに描けるように、比喩を参考資料にさせることなのである。したがって、対
象者が思い当たる節がある、具体的なイメージが湧いてくる、といった例（比喩）を提供し、
目に見えないものや見たり聞いたりしたことのないもの、抽象的なことを具象化させる必要
がある。しかし、比喩が適切でない場合には、良いコミュニケーションは生まれないという
ことも事実であり、指導者の器量が問われるところである。
（12）「名言・名句」
　スピーカー本人のことばよりも、有名人のことばの方がインパクトが大きい場合も多い。こ
こで生きるのが「誰々いわく」といった名言や名句の類である。この他には、格言・金言・箴
言などの名称がある。これらのことばには、歴史の淘汰を経たエ’・yセンスが集約されている。
そのことばが対象者の知る人のものであれば、一層効果が高まる。指導者はこれらのことば
に自分自身の経験を加味し、指導者自身のことばに置き換えて話ができれば、対象者へのイ
ンパクトはより鮮明なかたちとなる。
　このように、これらの名言や名句を的確に用いることによって、指導効果を高めることが
できる。しかし、多用すると新鮮さが失われてしまうので、T・P・Oを考慮することが肝心
である。
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（13）「読み」と「カン」
　「広辞苑」（前掲）には、『「読み」とは（①～③省略）④囲碁・将棋などで、今後の手順・
変化を考えること。転じて、物事の真相やなりゆき、人の心中などに対する洞察』と記載さ
れている。また、『「読む」とは（①～⑦省略）⑧囲碁・将棋などで、先の手を考える、とあ
る。一方、「カン：勘」とは（①②省略）③直感。第六感』と書かれている。
　史上最年長で将棋の名人位に就いた米長邦雄「〈カン〉が〈読み〉を超える」（朝日出版社
P17）は、『将棋の大山康晴十五世名人は「自分は体、肌で覚えた将棋だから、頭で覚えた将
棋には負けるわけがない」とつね日頃から語っていた』と記している。“肌で分かる”とは“パ
ラで分かる”という表現に置き換えることもできよう。米長は初心者がいちばん早く強くな
る方法にっいて「…前略…、指すことなんですね。何でもいいから、1時間の間にいっぱいい
ろんなことを考えて一局だけ指すんじゃなくて、5分で1局ぐらい指す。何でもいいから指す
んですね。とにかく駒を動かしてさえいれば、いちばん早く強くなるんですよ、覚えたての
人は、そういう段階なんですね。何でもいいから触っていればいい」と語っている。（P19）
言い換えれば、「黙ってヤレ」という方式である。つまり、直接身体に訴えかけて結論を出す
ことが勉強であり、誤読を繰り返すことによって勘は生まれ、将棋は強くなるというのであ
る。
　さらに米長は、『しばらく経って、強くなりますと、まあ読むっていうこおとになりますね。
「どの手選ぼうかな」とか「相手はこうくるんじゃないかな」とか、予測がっくようになって
くる。そうなると、考えるっていうことになるんですけどね』とも記している。（P19）
　このように、「習うより慣れよ」とする天才的なプロの生き方もあるということを承知して
おくことは、“教え魔”といわれる指導者にとっては、重要なことである。
（14）「ことば」の力をいかす5C
　遠藤（前掲P190）はアメリカのパブリックスピーキングの教科書をもとに、以下の5Cに
ついての必要性を説いている。①Clarity（明晰さ）②Color（新鮮さ）③Concreteness
（具体性）④Correctness（正確さ）⑤Conciseness（簡潔性）
　これらは相互に関連しているもので、各々にポイントをおきながらも、バランス感覚を保
っことが大切となる。
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llテニス指導のことば
　テニスは体育実技における人気種目の一つである。ここでは、その初心者指導の現場にお
いて筆者が用いている若干のことばについて記し、その意味の概略説明を加える。
うまくなるには「思いやり」
　「思いやり」とはボール・コントロールのこと。ラリーの相手が打ちやすいボール出す・打
ってやる。ボールに思いをこめた彼女（彼氏）とのラリーは、試合におけるボール・コント
ロールに生きてくるはずだ。また、ダブルスにおけるパートナーシップも、思いやりの精神
が根底にある。
王道はないが、近道はある
　テニスのように手に持つ道具を使うスポーツにおいては、正しいグリップを習得すること
が上達の近道である。王道はないが、近道はある。
からだの構えは、こころの構え
　「黙って座ればピタリと分かる」と易者はいうが、構えを見れば、そのプレーヤーの技量が
わかる。同時に心の構え（状態）も把握できる。目的意識のない者や戦いに対する緊張感や
恐怖心のないプレーヤーは、無目的に立っているだけである。とりわけ両膝の構えがその大
きなポイントだ。
ウォームアップは、こころの準備
　恐怖心を抱かせないプレーヤーに対しては、ウォームアップは無用、とは極論である。し
かし、ひょっとしたら負けるかもしない、うまくいけば勝てるかもしてないといった状況に
おいては、ウォームアップを入念に行なうのが通例だ。「こころはかたちをもとめ、かたちは
こころをすすめる」とは心身一如を言いあてた名言である。
テニスは引算
　テニスはミスのゲームである。つまり、ミスをしたプレーヤーの方からが負けていくとい
うことだ。自分のマイナスは、相手にプラス（ポイント）を献上しているということなので
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ある。初心者はまずボールをっなぐことが肝心だ。
手ニスは足ニス
　手（ラケット）を活かすには、フットワークが大切だ。足場が不安定な打ち方では、から
だの軸が安定せず、手に持っているラケットのプレースメントが狂い、的確なショットが生
まれない。必然的にボールのパワーも低下してしまう。
ストライクゾーンは自分でつくれ
　ストライクゾーンとは打ちやすい場所である。野球などはストライクゾーンが決まってお
り、そこにきたボールを打てばよいのだが、テニスにおいては自分で走ってストライクゾー
ンをっくらなければならない。初心者にはどこがストライクかわからない者が多く、顔の高
さにバウンドしてくるライジングボールに対して向かって行く傾向にある。膝から腰の高さ
に落ちてくる場所へ移動せよ。
好きな人とは距離をおけ
　ラケットは長い。ラケットの長さが理解できていないプレーヤーは、ボールに近づきすぎ
る。腕を伸ばして手のひらでボールを扱うつもりで近付きすぎてしまう。右足を軸にしてテ
イクバックし、左足を踏み込んでラケットを振り出した時、スイートスポットがどれだけ遠
くにあるかを理解せよ。
勝っことが薬（だが…）
　大多数の人は、試合に勝っことが楽しいはず。勝っことが動機づけとなり、新たなエネル
ギーを生む。しかし、いっまでも勝てる相手と試合をしていても、早晩技能は停滞する。速
効薬や対症療法では早晩行き詰まり、とり返しのっかない重病を引き起こす危険性をはらん
でいる。
負けて覚えるテニスかな
　ルールと基本技術が分かれば、早いうちに試合せよ。特に、いわゆる“バカ打ち”しかで
きない者にとっては、何よりの勉強だ。相撲界には「負けて覚える相撲かな」という諺があ
る。勝つためのノウハウは、負けることによっても学習できる。「転んでもただでは起きない」
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という精神力を培おう。
「住み分け」を打破せよ
　うまくなるには、ボールを打っことが不可欠だ。初心者同士の練習も楽しいものではある
が、ラリーが続かない。コースや球種さらにはスピードの打ち分けができる相手を求めるこ
とだ。自分のテリトリーに安住するな、「住み分け」を打破せよ。
3球目がポイント
　ハードルの練習で大切なことは、まず3台をスムーズにクリアーすることだ。1台目は誰で
もクリアー、2台目でバランスを崩し、3台目はクリアーできず、というのが初心者のパター
ンだ。テニスのラリーも同様、3球スムーズにっなげることが初期の目的だ。
天動説を唱えるな
　ボールを中心にして、人がある。ボールは太陽、プレーヤーは地球だ。しかしボールは気
紛れな太陽、それに対応できなければ地球は闇だ。
ボール心理学を学べ
　同じボールであっても、飛んできた毎回性格が異なる。そのポールがどのような飛び方や
弾み方をするかをすばやく察知し、ポールに呼吸を合わせて早めに対応せよ。
おわりに
　佐伯（前掲P10）はr…前略「わかろうとしている」子どもを理解するためには、まず私
たち自身が、ものごとをわかろうとしてみることが必要なのではないでしょうか』と述べて
いる。
　このように、指導者の基本姿勢としては、自分の動作（振る舞い：姿勢・服装）、表情、目
の動きなどの非言語や話し方などを理解し、メッセージの在り方にっいて十分に把握してお
くことが基本にある。
　「やって見せて、言って聞かせて、させてみて、讃めてやらねば、人は動かず」とは、山本
五十六の句であるといわれている。ここにはすべての指導者のためのキーワードが集約され
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ているといえよう。
　そこで特に問題になるのが、やって見せるということである。その問題点とは、担当スポー
ッが専門種目でない場合や年齢的に示範が困難な場合の指導法を確立しているか、というこ
とである。その解決策の一つが、自分に変わる適当な模範演技者を選出する目であり、さら
には豊富な「指導用語（ことば）」をもっていることなのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（やまぐち　まさのぶ）
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